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問題 23� �
次の重積分を計算せよ。

(1)

∫∫
[1,2]×[3,4]

(1 + x+ y + xy)dxdy.

(2)

∫∫
[0,1]×[0,1]

x2yexy
2

dxdy.

� �
x の積分を先に計算しても y の積分を先に計算しても結果

は同じですが、計算量が変わることがあります。今回の問題の

(2)では原始関数が求めやすい y の積分を先にすると楽です。

解答　

(1) y で先に積分すると、∫∫
[1,2]×[3,4]

(1 + x+ y + xy)dxdy

=

∫ 2

1

(∫ 4

3

(1 + x+ y + xy)dy

)
dx

=

∫ 2

1

[
y + xy +

1

2
y2 +

1

2
xy2

]4
3

dx

=

∫ 2

1

(
1 + x+

7

2
+

7

2
x

)
dx

=

[
x+

1

2
x2 +

7

2
x+

7

4
x2

]2
1

= 1 +
3

2
+

7

2
+

7 · 3
4

=
45

4
.

よって答えは 45
4 である。

(2) y で先に積分すると、∫
x2yexy

2

dy =
1

2
xexy

2

+ C

より、∫∫
[0,1]×[0,1]

x2yexy
2

dxdy

=

∫ 1

0

(∫ 1

0

x2yexy
2

dy

)
dx =

∫ 1

0

[
1

2
xexy

2

]1
0

dx

=

∫ 1

0

(
1

2
xex − 1

2
x

)
dx.

ここで、∫
xexdx =

∫
x(ex)′dx = xex −

∫
exdx = xex − ex +C

より、∫∫
[0,1]×[0,1]

x2yexy
2

dxdy =

[
1

2
(xex − ex)− 1

4
x2

]1
0

= 0− 1

4
+

1

2
− 0 =

1

4
.

よって答えは 1
4 である。

注意　 (1)は∫∫
[1,2]×[3,4]

(1 + x+ y + xy)dxdy

=

∫∫
[1,2]×[3,4]

(1 + x)(1 + y)dxdy

=

∫∫
[2,3]×[4,5]

xydxdy =

(∫ 3

2

xdx

)
·
(∫ 5

4

ydy

)
と変形することでも計算をすることができます。

問題 24� �
積分 ∫ 1

0

(∫ 1

x

e−y2

dy

)
dx

を計算せよ。� �
e−y2

はガウス関数と呼ばれ不定積分を計算するのは困難な

ので、xで先に積分しましょう。解答例では式でさらっと書い

ていますが、積分領域は図にするとわかりやすいです。

解答　 y で先に積分することを考えると、重積分としての積分

領域は

{(x, y) | 0 ≤ x ≤ 1, x ≤ y ≤ 1} = {(x, y) | 0 ≤ y ≤ 1, 0 ≤ x ≤ y}

なので、∫ 1

0

(∫ 1

x

e−y2

dy

)
dx =

∫ 1

0

(∫ y

0

e−y2

dx

)
dy =

∫ 1

0

ye−y2

dy

=

[
−1

2
e−y2

]1
0

= −1

2
e−1 +

1

2
.

よって答えは e−1
2e である。


